
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年４月13日

【四半期会計期間】 第49期第３四半期(自 平成29年12月１日 至 平成30年２月28日)

【会社名】 三益半導体工業株式会社

【英訳名】 MIMASU SEMICONDUCTOR INDUSTRY CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長   細 谷 信 明

【本店の所在の場所】 群馬県高崎市保渡田町2174番地１

【電話番号】 027(372)2021(代表)

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理本部担当   八 髙 達 郎

【最寄りの連絡場所】 群馬県高崎市保渡田町2174番地１

【電話番号】 027(372)2011

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理本部担当   八 髙 達 郎

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

EDINET提出書類

三益半導体工業株式会社(E02677)

四半期報告書

 1/14



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第48期

第３四半期累計期間
第49期

第３四半期累計期間
第48期

会計期間
自 平成28年６月１日
至 平成29年２月28日

自 平成29年６月１日
至 平成30年２月28日

自 平成28年６月１日
至 平成29年５月31日

売上高 (百万円) 45,786 54,416 60,288

経常利益 (百万円) 2,919 3,648 3,640

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,975 2,466 2,447

持分法を適用した場合の

投資利益
(百万円) － － －

資本金 (百万円) 18,824 18,824 18,824

発行済株式総数 (千株) 35,497 35,497 35,497

純資産額 (百万円) 55,173 57,312 55,637

総資産額 (百万円) 77,537 91,391 79,574

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
(円) 61.49 76.77 76.17

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 13.00 14.00 26.00

自己資本比率 (％) 71.2 62.7 69.9

 

回次
第48期

第３四半期会計期間
第49期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成28年12月１日
至 平成29年２月28日

自 平成29年12月１日
至 平成30年２月28日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.91 25.22

(注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資損益については、関連会社がないため、記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費が持ち直すなど、緩やか

な回復が継続いたしました。

半導体シリコンウエハーは、旺盛なメモリデバイス需要に牽引されて、生産は引き続き高水準で推移いたしまし

た。また、当社の主要なユーザーである半導体・電子部品関連各社の設備投資にも活発な動きが見られました。

このような経営環境の中で当社は、最先端加工技術の推進と低コスト化の両立を図るとともに、自社開発製品の

拡販を積極的に進めるなど、総力を挙げて業績の向上に取り組みました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は544億１千６百万円と前年同四半期比18.8％の増収となり、営業利

益は36億４千２百万円(前年同四半期比22.4％増)、経常利益は36億４千８百万円(同24.9％増)、四半期純利益は24

億６千６百万円(同24.8％増)となりました。
 
セグメントごとの業績は次のとおりであります。なお、売上高につきましては「外部顧客への売上高」について

記載しております。
 
半導体事業部

当事業部におきましては、旺盛な半導体需要に支えられ、主力の300ｍｍウエハーを中心に高水準の生産を継続

いたしました。そうした中で、更なる生産性の向上と原価低減を推進いたしました。

この結果、当事業部の売上高は231億４千３百万円(前年同四半期比27.6％増)、セグメント利益(営業利益)は27

億６千４百万円(同3.0％増)と増益になりました。
 
産商事業部

当事業部は自社開発製品及びその他の取扱商品の拡販活動に積極的に取り組みました。

この結果、自社開発製品及びその他の取扱商品ともに増収となり、当事業部の売上高は312億７千３百万円(前年

同四半期比13.1％増)、セグメント利益(営業利益)は６億２千６百万円(同140.9％増)と増益になりました。
 
エンジニアリング事業部

当事業部は開発部門としての役割に特化し、自社製品の開発を積極的に行い、産商事業部を通じて販売いたしま

した。

また、半導体事業部で使用する装置の開発や設計・製作にも意欲的に取り組みました。

この結果、当事業部においては「外部顧客への売上高」は発生しておりませんが、セグメント利益(営業利益)は

６億２千３百万円(前年同四半期比118.1％増)と増益になりました。
 
(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における総資産は、売上債権の増加等により、前事業年度末と比較して118億１千６百

万円増加し、913億９千１百万円となりました。一方、負債合計は仕入債務の増加等により101億４千１百万円増加

し、340億７千９百万円となりました。純資産合計は利益剰余金の増加15億９千８百万円等により、573億１千２百

万円となりました。
 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費は12億２千５百万円であります。
 

EDINET提出書類

三益半導体工業株式会社(E02677)

四半期報告書

 3/14



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,000,000

計 47,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年４月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,497,183 35,497,183
東京証券取引所

(市場第一部)

完全議決権株式であり、権利内容

に何ら限定のない当社における標

準となる株式であります。単元株

式数は、100株であります。

計 35,497,183 35,497,183 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年２月28日 － 35,497 － 18,824 － 18,778

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成29年11月30日の株主名簿により記載しております。
 

①【発行済株式】

平成29年11月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式  3,368,700
－

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であり、単

元株式数は、100株であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式 32,109,700 321,097 同上

単元未満株式 普通株式     18,783 － －

発行済株式総数 35,497,183 － －

総株主の議決権 － 321,097 －

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が86株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年11月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

三益半導体工業株式会社
高崎市保渡田町2174番地１ 3,368,700 － 3,368,700 9.49

計 － 3,368,700 － 3,368,700 9.49

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
 
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成29年12月１日から平成30年

２月28日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年６月１日から平成30年２月28日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、赤坂有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
 
当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成29年５月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,742 22,259

受取手形及び売掛金 20,512 28,943

商品及び製品 776 261

仕掛品 443 772

原材料及び貯蔵品 1,573 1,683

その他 1,660 1,544

貸倒引当金 △8 △4

流動資産合計 51,699 55,460

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 10,598 16,481

機械及び装置（純額） 2,541 7,636

その他（純額） 12,491 9,335

有形固定資産合計 25,631 33,453

無形固定資産 555 493

投資その他の資産   

その他 1,693 1,991

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 1,687 1,985

固定資産合計 27,875 35,931

資産合計 79,574 91,391

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,604 19,135

短期借入金 100 100

未払金 3,017 9,496

未払法人税等 970 767

引当金 62 457

その他 2,435 1,600

流動負債合計 21,190 31,558

固定負債   

長期借入金 300 225

退職給付引当金 1,439 1,366

その他 1,007 929

固定負債合計 2,746 2,520

負債合計 23,937 34,079
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成29年５月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,824 18,824

資本剰余金 18,778 18,778

利益剰余金 22,690 24,289

自己株式 △4,762 △4,763

株主資本合計 55,530 57,128

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 102 169

繰延ヘッジ損益 5 15

評価・換算差額等合計 107 184

純資産合計 55,637 57,312

負債純資産合計 79,574 91,391
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(2)【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成29年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成30年２月28日)

売上高 45,786 54,416

売上原価 40,591 47,617

売上総利益 5,195 6,799

販売費及び一般管理費 2,219 3,156

営業利益 2,976 3,642

営業外収益   

受取利息 3 2

受取配当金 8 7

有価物売却益 5 15

その他 17 29

営業外収益合計 34 54

営業外費用   

支払利息 0 0

為替差損 89 28

リース解約損 － 18

その他 0 0

営業外費用合計 90 48

経常利益 2,919 3,648

特別利益   

固定資産売却益 17 16

受取保険金 38 －

特別利益合計 55 16

特別損失   

固定資産除売却損 18 56

減損損失 11 －

設備復旧費用 49 －

特別損失合計 79 56

税引前四半期純利益 2,896 3,607

法人税、住民税及び事業税 804 1,225

法人税等調整額 116 △83

法人税等合計 920 1,141

四半期純利益 1,975 2,466
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)
 
当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
至 平成29年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年６月１日
至 平成30年２月28日)

減価償却費 2,688百万円 5,705百万円

 

(株主資本等関係)
 
前第３四半期累計期間(自 平成28年６月１日 至 平成29年２月28日)
 
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月30日

定時株主総会
普通株式 417 13 平成28年５月31日 平成28年８月31日 利益剰余金

平成28年12月27日

取締役会
普通株式 417 13 平成28年11月30日 平成29年２月３日 利益剰余金

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 平成29年６月１日 至 平成30年２月28日)
 
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月30日

定時株主総会
普通株式 417 13 平成29年５月31日 平成29年８月31日 利益剰余金

平成29年12月26日

取締役会
普通株式 449 14 平成29年11月30日 平成30年２月６日 利益剰余金

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】
 

前第３四半期累計期間(自 平成28年６月１日 至 平成29年２月28日)
 
１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額
(注)２ 半導体事業部 産商事業部

エンジニア
リング事業部

計

売上高       

外部顧客への売上高 18,135 27,651 － 45,786 － 45,786

セグメント間の内部

売上高又は振替高
3 － 1,907 1,910 △1,910 －

計 18,139 27,651 1,907 47,697 △1,910 45,786

セグメント利益 2,684 260 285 3,230 △254 2,976

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ エンジニアリング事業部は開発部門としての役割に特化しており、販売に関しては産商事業部を通じて行う

ため外部顧客への売上高は発生しておりません。
 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「半導体事業部」において減損損失を11百万円計上しております。

 

当第３四半期累計期間(自 平成29年６月１日 至 平成30年２月28日)
 
１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額
(注)２ 半導体事業部 産商事業部

エンジニア
リング事業部

計

売上高       

外部顧客への売上高 23,143 31,273 － 54,416 － 54,416

セグメント間の内部

売上高又は振替高
16 － 3,543 3,560 △3,560 －

計 23,159 31,273 3,543 57,976 △3,560 54,416

セグメント利益 2,764 626 623 4,014 △372 3,642

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ エンジニアリング事業部は開発部門としての役割に特化しており、販売に関しては産商事業部を通じて行う

ため外部顧客への売上高は発生しておりません。
 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)
 
 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
至 平成29年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年６月１日
至 平成30年２月28日)

１株当たり四半期純利益金額 61円49銭 76円77銭

 (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 1,975 2,466

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,975 2,466

普通株式の期中平均株式数(千株) 32,128 32,128

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

 

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

第49期(平成29年６月１日から平成30年５月31日まで)中間配当については、平成29年12月26日開催の取締役会にお

いて、平成29年11月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①配当金の総額                                449百万円

②１株当たりの金額                             14円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年２月６日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年４月13日

三益半導体工業株式会社

取締役会 御中

 

赤坂有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林         令   史   ㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荒   川   和   也   ㊞

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

三益半導体工業株式会社の平成29年６月１日から平成30年５月31日までの第49期事業年度の第３四半期会

計期間(平成29年12月１日から平成30年２月28日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年６月１日から平

成30年２月28日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、三益半導体工業株式会社の平成30年２月28日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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